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第4章では、改良型コムズについて述べた。本論文執筆に際し、改良型コムズの現状を明らかにするため、
筆者は2011年にクルグズの首都ビシケクのクレンケエヴァ（Kurenkeeva, Куренкеева）音楽専門
学校で調査を行った。ここで行われた楽器の学科試験から改良型コムズの現状を踏まえた上で、コムズが改
良された時代の背景、改良の目的とその方法を探った。また、今回の調査では、ソ連の崩壊後から現在に至
るまでのこの22年間に改良されたコムズは次第に姿を消し、逆に伝統的なコムズが積極的に演奏されるよう
になってきたことが分かった。第5章では、その理由を2011〜2012年に現地で行ったコムズの教員、製作者、
演奏家などコムズに携わる人物のインタビューを通して明らかにした。 
以上の考察過程から、ソヴィエト社会主義共和国連邦の一部であったクルグズ共和国のコムズを例に、ソ
連諸国全土で行われた西洋文化の浸透の経緯や、ソ連時代に行われた楽器の改良とその現状を分析した。さ
らにソ連諸国であったカザフスタンとトゥヴァ共和国の事例を取り上げ、これらの国で行われた楽器改良の
経緯や、その特徴と結果から、20世紀に世界中で行われた民族音楽文化の西洋化において、ソ連圏の音楽文
化がどのように位置づけられるかを考察した。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本論文はクルグス（キルギス）共和国を代表する撥弦楽器コムズの近現代における変遷史を、ソ連時代を
はさむ三期に分けて明らかにするものである。とりわけ、「伝統型」コムズとソ連時代に生まれた「改良型」
コムズとを対比し、前者がソ連崩壊後に復権を果たす一方で、後者が事実上駆逐された状況とその意味の解
明を試みている。世界的にも数少ないクルグズ音楽に関するモノグラフである。 
本論は五章からなる。クルグズの国情を概観する第一章、同国における「民族楽器」とその概念の変遷を
論じる第二章につづき、第三章ではコムズの「伝統的」様相を詳しく説明する。コムズ音楽の口頭性と身体
動作、職業音楽家アクヌが果たした役割と彼らの主要なレパートリーであるアトゥイシュ（対話的・競争的
な歌の掛け合い）の伝承などが論じられる。第四章ではソ連時代「改良型」コムズの成立過程とその現況を
論じる。コムズの改良は1930年代と1950年代初頭の二回にわたり、おそらくはバラライカをモデルに進めら
れたこと、その契機は民族楽器オーケストラの成立にあること、現在なおクルグズ国内の音楽学校で「改良
型」が細々と教えられていること、クルグズにおける楽器改良過程は隣国カザフスタンのそれと酷似するこ
となどを新たに明らかにした。第五章ではソ連崩壊後における「伝統型」コムズの復活の状況を論じる。「伝
統型」コムズはクルグズ人の精神的な拠り所として今日熱心に学ばれ、演奏されている。しかし執筆者は、
「伝統型」コムズがソ連以前の伝統コムズそのものとはいえないと主張する。すでに西洋音楽のリテラシー
や上演の習慣を身につけた現代の演奏家たちが、それにあった楽器を要求しているからである。またコムズ
以外の楽器の改良はソ連崩壊後も継続されているなど、必ずしも体制変化だけに起因しない楽器の変容が認
められることも本章で同時に明らかにした。 
本研究はクルグズにおける民族文化の劇的な変化の様相を、コムズを事例に巧みに描き出している。とり
わけコムズ演奏家、教育者、楽器製作者など八名の関係者に対するインタビューは、本論の主たる論拠とな
っただけでなく今後の研究にも資する重要な記録として、本論文で最も成功した部分である。 
本研究が、旧ソ連をはじめポスト社会主義状況における伝統文化の変容というテーマに関わることは言う
までもない。このテーマはきわめて多岐にわたる論点を含むが、そのなかで、本論文において充分に論及・
展開されなかったもの（たとえば、社会主義体制下における伝統文化の維持とその後の復興との関係、メデ
ィアとの関連、新旧政府の文化・宗教政策、等々）があることは否定できない。また、議論を集約させて緊
密な構成に仕上げるという面でも、いまひとつ及ばない点があった。しかしながら、それらは本研究の価値
を大きく損ねる欠点ではなく、むしろ今後の研究の進展を促すものでもある。高い問題意識のもと、周到に
行われた調査に基づき、執筆者にとっては第三言語である日本語で、丹念に書かれた本論文は、博士学位に
値する研究成果であると認め、合格とする。 
